
                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                            
毎
年
９
月
は
、
が
ん
に
関
す
る

正
し
い
知
識
や
が
ん
検
診
の
重

要
性
な
ど
を
集
中
的
に
活
動
を
す
る

「
が
ん
征
圧
月
間
」
で
あ
る
。
日
本
人

の
２
人
に
１
人
が
生
涯
の
う
ち
、
が
ん

に
罹
る
と
推
計
さ
れ
お
り
、
北
海
道
で

も
が
ん
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
る
方
は
全

体
の
約
３
割
と
死
因
の
第
１
位
と
な
っ

て
い
る
。
国
は
「
第
４
期
が
ん
対
策
推

進
基
本
計
画
」
を
本
年
４
月
よ
り
ス
タ

ー
ト
し
て
い
る
が
本
町
と
し
て
今
後
の

推
進
状
況
を
伺
う
。

⑴
が
ん
受
診
率
の
向
上
に
つ
い
て

 

①
主
な
が
ん(

胃
、
肺
、
大
腸)

の

男
女
の
罹
患
率

 

②
15
～
19
歳
、
20
歳
代
以
降
の
年
代

別
の
罹
患
率

 

③
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
送
数
と
受

診
率
の
現
状

 

④
今
後
の
受
診
率
向
上
に
向
け
た
取

組⑵
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア(

※
１)

に
つ

い
て

　

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
や
補
整
用
下
着
な

ど
が
ん
患
者
の
生
活
の
質
の
向
上
に
つ

な
が
る
支
援
に
つ
い
て
の
考
え
は
。　

⑶
膀
胱
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
患
者
の
支

援
と
し
て
公
共
施
設
等
の
男
性
用
個
室

ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス(

汚

物
入
れ)

の
設
置
に
つ
い
て
の
町
の
見

解
は
。

  

町　

長

町　

長  

⑴
①
胃
が
ん
は
男
性
が
１
２
６
・
２
例
、

女
性
が
71
・
７
例
、
肺
が
ん
は
男
性
が

１
９
７
・
１
例
、
女
性
が
71
・
７
例
、

大
腸
が
ん
は
男
性
が
１
４
９
・
８
例
、

女
性
が
78
・
９
例
で
、
女
性
よ
り
男
性

の
罹
患
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

②
全
部
位
に
お
け
る
が
ん
の
罹
患
率

は
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
統
計

か
ら
、
北
海
道
に
お
け
る
２
０
１
９
年

の
年
代
別
の
罹
患
率
で
、
15
歳
か
ら
19

歳
は
19
・
９
例
、
20
代
37
・
６
例
、
30
代

１
１
４
・
１
例
、
40
代
２
９
８
・
９
例
、

50
代
６
１
６
・
４
例
、
60
代
１
３
９
３
・
３

例
、
70
代
２
２
１
４
・
１
例
、
80
代

２

７

１

３
・
７

例
、

90

代

以

上
で

２
７
４
１
・
４
例
と
な
っ
て
お
り
、
60

代
以
上
で
急
激
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

③
令
和
４
年
度
の
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
送

数
は
、
子
宮
が
ん
検
診
の
20
歳
と
24
歳

で
合
わ
せ
て
２
０
７
人
、
乳
が
ん
検
診

は
１
４
２
人
で
、
う
ち
、
受
診
さ
れ
た

方
は
、
子
宮
が
ん
検
診
が
31
人
で
15
・

０
％
、
乳
が
ん
検
診
が
48
人
で
33
・
８

％
と
な
っ
て
い
る
。

④
が
ん
検
診
受
診
の
メ
リ
ッ
ト
や
、
罹

患
す
る
と
手
術
や
長
期
間
の
治
療
と
副

作
用
等
の
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
広
報
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
通
し
て

周
知
す
る
な
ど
、
未
受
診
者
へ
の
受
診

勧
奨
を
行
い
、
検
診
会
場
等
で
受
診
継

続
に
向
け
た
勧
奨
を
し
て
い
る
。

⑵
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
や
補
整
用
下
着
の

購
入
が
各
医
療
保
険
の
給
付
対
象
外
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
医
療
用
ウ
イ
ッ

グ
と
補
整
用
下
着
の
購
入
に
関
す
る
助

成
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
の
実
績
や
、

が
ん
患
者
の
意
向
な
ど
を
十
分
踏
ま

え
、
「
が
ん
と
共
に
生
き
る
人
生
」
の

支
援
と
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
適
切
な
の
か
研
究
し
て
い
く
。

⑶
町
内
の
公
共
施
設
の
う
ち
、
常
時
開

放
し
て
い
る
施
設
で
多
機
能
ト
イ
レ
等

を
設
置
し
て
い
る
施
設
が
14
か
所
あ

り
、
ト
イ
レ
に
は
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
な
ど

を
捨
て
る
こ
と
が
可
能
な
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
備
え
付
け
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
施
設
の
利
用
を
住
民
に
周
知
し
て

い
く
。

  

再
質
問

再
質
問  

　

男
性
用
個
室
ト
イ
レ
の
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
多
様

性
に
も
配
慮
し
た
対
応
も
必
要
に
な
っ

て
く
る
。
多
目
的
ト
イ
レ
の
み
で
は
な

く
当
事
者
が
気
兼
ね
な
く
使
用
で
き
る

よ
う
配
慮
す
る
こ
と
も
重
要
で
は
な
い

の
か
。

  

町　

長

町　

長  

⑴
男
性
ト
イ
レ
の
個
室
す
べ
て
に
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
必
要
だ
と
は
思
っ

て
い
な
い
。
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が

設
置
さ
れ
て
い
る
多
機
能
ト
イ
レ
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
十
分
間
に
合

う
の
で
は
な
い
か
。

答問
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
い
た
だ
き
、
が
ん
に
な
る
要
因

を
減
ら
し
早
期
治
療
に
結
び
つ
け
る

が
ん
対
策
と
が
ん
患
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

■ 一 般 質 問 ■ 

❾

問

2023.11 月号

岡本眞利子 議員
（政清会）

（
※
１
）
「
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
」

医
学
的
・
整
容
的
・
心
理
社
会
的
支
援
を

用
い
て
、
外
見
の
変
化
に
起
因
す
る
患
者

の
苦
痛
を
軽
減
す
る
ケ
ア


